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障
が
い
の
あ
る
園
児
に
虐
待
か

県
が
改
善
と
是
正
指
導

県
が
改
善
と
是
正
指
導

施
設
側
は
問
題
を
否
定

階
段
転
落
の
高
齢
者
を

関
福
大
生
ら
が
救
護

看
護
学
部
の
３
人
が
協
力

　

駅
の
階
段
で
誤
っ
て
転

倒
し
て
大
け
が
し
た
高
齢

者
を
関
西
福
祉
大
学
看
護

学
部
の
学
生
た
ち
が
救

護
。
と
っ
さ
の
善
行
が
関

係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い

る
。

　

先
月
２５
日
の
午
前
９
時

４５
分
ご
ろ
、
加
里
屋
の
Ｊ

Ｒ
播
州
赤
穂
駅
南
側
の
バ

ス
停
側
階
段
で
伊
丹
市
の

男
性（
８２
）が
転
倒
。
階
段

を
１０
段
く
ら
い
滑
り
落
ち

る
事
故
が
起
き
た
。

　

「
階
段
を
降
り
て
い
た

ら
、
自
分
の
す
ぐ
横
に
何

か
が
落
ち
て
き
た
音
が
し

ま
し
た
。
人
だ
っ
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と

話
す
の
は
関
西
福
祉
大
学

４
年
の
由
良
茜あ

か

璃り

さ
ん

（
２１
）＝
明
石
市
＝
。
男
性

は
頭
を
階
段
下
側
に
向
け

た
斜
め
の
体
勢
で
う
つ
ぶ

せ
に
倒
れ
て
い
た
。
頭
や

顔
を
強
く
打
っ
た
と
み
ら

れ
、
額
に
大
き
な
た
ん
こ

ぶ
が
で
き
、
鼻
か
ら
の
出

血
で
床
に
血
だ
ま
り
が
で

き
て
い
た
と
い
う
。

　

由
良
さ
ん
が
「
大
丈
夫

で
す
か
」
と
声
を
掛
け
て

い
る
と
、
同
じ
電
車
か
ら

降
り
た
熊
野
七
海
さ
ん

（
２１
）＝
高
砂
市
＝
と
小こ

笹ざ
さ

和わ

香か

葉ば

さ
ん（
２１
）＝
明
石

市
＝
が
駆
け
寄
っ
た
。
３

人
は
看
護
師
や
保
健
師
を

目
指
し
て
学
ぶ
同
級
生
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
り
場
に

向
か
っ
て
い
る
途
中
に
事

故
に
遭
遇
し
た
。

　

男
性
は
意
識
は
あ
る
も

の
の
自
力
で
は
起
き
上
が

れ
ず
、
か
細
い
う
め
き
声

を
発
し
て
い
た
と
い
う
。

３
人
は
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
だ
と
即
断
。
由
良
さ
ん

が
１
１
９
番
通
報
す
る

間
、
熊
野
さ
ん
が
男
性
を

見
守
り
、
小
笹
さ
ん
は
駅

員
へ
知
ら
せ
に
走
っ
た
。

駆
け
つ
け
た
駅
員
と
協
力

し
て
男
性
を
階
段
下
の
平

ら
な
場
所
へ
移
送
。
男
性

を
迎
え
に
来
て
い
た
男
性

の
友
人
が
車
に
積
ん
で
い

た
毛
布
を
受
け
取
る
と
、

枕
代
わ
り
に
し
て
男
性
の

頭
の
高
さ
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
別
の
学
生
も
「
手

伝
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
協
力
を
申
し
出

た
と
い
う
。

　

男
性
の
友
人
の
話
で

は
、
男
性
は
毎
週
火
曜
日

に
伊
丹
か
ら
電
車
で
赤
穂

を
訪
れ
て
友
人
た
ち
に
会

う
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
こ
の
日
は
電
車
が
到

着
し
た
は
ず
な
の
に
迎
え

の
場
所
に
現
れ
ず
、
心
配

し
て
見
に
行
っ
た
と
い

う
。「
た
く
さ
ん
血
が
出

て
い
る
中
で
若
い
女
の
子

た
ち
が
て
き
ぱ
き
と
落
ち

着
い
て
対
処
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
き
っ
と
、
そ
う

い
う
お
仕
事
か
勉
強
を
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
な
ん
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
」。

　

３
人
は
救
急
隊
が
到
着

す
る
ま
で
、「
痛
い
と
こ
ろ

は
な
い
で
す
か
」「
救
急

車
呼
ん
だ
か
ら
ね
」
な
ど

と
男
性
に
声
を
掛
け
て
励

ま
し
続
け
た
と
い
う
。
消

防
と
警
察
に
よ
る
と
、
男

性
は
救
急
車
と
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
で
姫
路
市
内
の
医
療

機
関
へ
搬
送
。
男
性
の
友

人
の
話
で
は
首
に
ギ
プ
ス

を
着
け
て
い
る
も
の
の
、

元
気
に
電
話
で
会
話
で
き

る
ま
で
回
復
し
、
命
に
は

別
状
は
な
い
と
い
う
。

　

「
け
が
を
さ
れ
た
方

が
、
そ
の
後
ど
う
だ
っ
た

か
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
命
に
別
状
が
な

い
と
わ
か
っ
て
、
そ
れ
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
」
と

熊
野
さ
ん
。
由
良
さ
ん
は

「
け
が
や
病
気
の
人
に

は
、
ま
ず
寄
り
添
う
こ
と

が
大
事
と
大
学
の
授
業
で

学
ん
だ
の
で
、
何
と
か
し

て
あ
げ
な
い
と
、
と
い
う

思
い
だ
け
で
行
動
し
ま
し

た
。
と
っ
さ
に
動
け
た
の

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」。
小
笹
さ
ん
は
「
も

し
、
自
分
１
人
だ
っ
た
ら

不
安
だ
っ
た
け
ど
、
３
人

で
協
力
で
き
た
の
で
心
強

か
っ
た
。
将
来
は
、
頼
ら

れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い

で
す
」
と
目
標
を
語
っ

た
。（
写
真
は
救
護
し
た

男
性
が
転
落
負
傷
し
た
現

場
の
位
置
を
示
す
由
良
茜

璃
さ
ん
）

　

赤
穂
市
が
運
営
す
る
南

野
中
の
児
童
発
達
支
援
施

設
「
あ
し
た
ば
園
」
で
、

障
が
い
の
あ
る
園
児
に
対

し
職
員
が
心
理
的
虐
待
を

与
え
て
い
た
疑
い
が
あ
る

な
ど
と
し
て
、
今
年
２
月

に
兵
庫
県
か
ら
改
善
指
導

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
県

な
ど
へ
の
取
材
で
わ
か
っ

た
。
一
方
、
施
設
側
は
指

導
に
は
応
じ
な
が
ら
も
、

「『
虐
待
』
に
当
た
る
言

動
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

　

赤
穂
市
が
開
示
し
た
文

書
に
よ
る
と
、
特
定
の
児

童
４
〜
５
人
に
対
し
て
不

適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
の
通
報
が
昨
年
１２
月

に
あ
り
、
県
と
共
同
で
施

設
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

「
管
理
者
（
園
長
）
は
、

園
児
に
対
す
る
暴
言
や
心

理
的
外
傷
を
与
え
る
お
そ

れ
の
あ
る
言
動
を
行
っ
て

い
た
疑
い
の
あ
る
職
員
に

つ
い
て
、
度
々
報
告
を
受

け
て
い
た
が
、事
実
確
認
、

発
生
原
因
の
究
明
、
再
発

防
止
策
を
十
分
に
講
じ
て

い
な
か
っ
た
」
と
県
か
ら

指
摘
さ
れ
た
。

　

県
は
、
同
施
設
を
運
営

す
る
市
に
対
し
、
２
月
１０

日
付
け
で
改
善
と
是
正
を

文
書
で
指
導
。
園
児
の
心

身
に
有
害
な
影
響
を
与
え

る
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う

に
求
め
る
と
と
も
に
、
児

童
の
意
思
や
人
格
を
尊
重

し
た
適
切
な
訓
練
・
指

導
、
職
場
環
境
の
確
認
と

必
要
に
応
じ
た
改
善
、
虐

待
防
止
の
研
修
な
ど
を
行

っ
た
上
で
、
措
置
し
た
状

況
を
文
書
で
報
告
す
る
よ

う
求
め
た
。

　

市
は
指
導
を
受
け
、
研

修
と
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
確
認
を
実
施
。

個
別
指
導
を
行
う
場
合

は
、
個
室
で
は
な
く
複
数

の
職
員
の
目
が
行
き
届
く

保
育
室
で
実
施
す
る
よ
う

是
正
し
た
な
ど
と
し
て
県

へ
３
月
２２
日
に
報
告
し
た

が
、
そ
こ
に
は
虐
待
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
時
期
や
内

容
な
ど
に
つ
い
て
一
切
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

園
児
へ
の
虐
待
は
あ
っ

た
の
か
、な
か
っ
た
の
か
。

同
施
設
は
赤
穂
民
報
の
取

材
に
、「
虐
待
が
あ
っ
た

と
は
思
っ
て
い
な
い
」

（
児
童
発
達
支
援
事
業
運

営
管
理
者
）と
否
定
。「
県

か
ら
『
事
実
確
認
す
る
必

要
は
な
い
』『
詮
索
し
て

は
い
け
な
い
』
と
言
わ
れ

て
い
る
」
と
し
て
、
こ
れ

以
上
の
真
相
究
明
は
行
わ

な
い
考
え
だ
。

　

一
方
、
県
は
「
一
般
論

と
し
て
は
、
何
も
問
題
の

な
い
と
こ
ろ
に
改
善
や
是

正
の
指
導
を
行
う
こ
と
は

な
い
」
と
し
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
何
ら
か
の
問
題

を
把
握
済
み
で
あ
る
こ
と

を
示
唆
。「
暴
言
や
心
理

的
外
傷
を
与
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
言
動
」
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
、

「
当
方
か
ら
は
言
え
な

い
。
ま
ず
は
、
あ
し
た
ば

園
が
事
実
確
認
す
べ
き
こ

と
。『
詮
索
し
て
は
い
け

な
い
』
と
指
導
し
た
の

は
、
通
報
者
が
誰
な
の
か

詮
索
し
て
は
い
け
な
い
、

と
い
う
意
味
」（
龍
野
健

康
福
祉
事
務
所
監
査
指
導

課
）
と
施
設
側
の
解
釈
と

大
き
く
食
い
違
い
を
見
せ

て
い
る
。

　

同
施
設
は
、
心
身
の
発

達
に
支
援
が
必
要
な
小
学

校
就
学
前
児
童
に
日
常
生

活
の
基
本
的
な
動
作
の
指

導
や
集
団
生
活
へ
の
適
応

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

あ
し
た
ば
園
へ
の
主
な

取
材
や
り
取
り
は
次
の
と

お
り
。

　
―
―
県
の
指
導
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
。

　

「
園
長
を
は
じ
め
全
職

員
（
正
規
４
人
、
会
計
年

度
３
人
）
に
『
普
段
の
保

育
や
指
導
の
中
で
気
に
か

か
る
こ
と
は
な
い
か
』
と

質
問
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
助
け
合
っ
て
保
育
し
て

い
る
』
な
ど
と
回
答
が
あ

っ
た
が
、
虐
待
に
当
た
る

よ
う
な
話
は
出
て
こ
な
か

っ
た
」

　
―
―
虐
待
は
あ
っ
た
の

か
、
な
か
っ
た
の
か
。

　

「
虐
待
が
あ
っ
た
と
は

思
っ
て
い
な
い
」

　
―
―
問
題
が
な
か
っ
た

の
で
あ
れ
ば
、『
是
正
』

や
『
改
善
』
に
応
じ
る
必

要
は
な
い
の
で
は
。

　

「
疑
念
を
持
た
れ
た
こ

と
自
体
が
好
ま
し
く
な
い

の
で
、
よ
り
一
層
、
徹
底

す
る
た
め
に
研
修
や
確
認

を
行
っ
た
」

　

―
―
県
は
職
員
に
よ
る

虐
待
に
関
し
て
、『（
園
長

が
）
度
々
報
告
を
受
け
て

い
た
』
と
指
摘
し
て
い
る

が
事
実
か
。

　

「『
報
告
』
と
い
う
か

『
相
談
』
が
１
回
あ
っ
た

が
、『
度
々
の
報
告
』
を

受
け
た
認
識
は
な
い
」

　
―
―
そ
の
相
談
が
あ
っ

た
時
期
は
。

　

「
記
録
を
残
し
て
い
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
」

　

―
―
相
談
の
内
容
は
。

　

「
相
談
者
が
わ
か
っ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
答
え
ら
れ
な
い
」

　

―
―
相
談
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の

か
。

　

「
事
実
確
認
が
必
要
と

思
い
、（
園
長
が
）
現
場

に
入
る
よ
う
に
し
た
。
し

か
し
、
虐
待
に
当
た
る
よ

う
な
場
面
に
遭
遇
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
」

　

―
―
県
は
「
ま
ず
は
、

あ
し
た
ば
園
が
事
実
確
認

す
べ
き
」と
し
て
い
る
が
、

事
実
確
認
か
ら
や
り
直
す

考
え
は
な
い
か
。

　

「
県
か
ら
は
『
事
実
確

認
す
る
必
要
は
な
い
』

『
詮
索
し
て
は
い
け
な

い
』
と
言
わ
れ
て
い
る
」

（
写
真
は
障
が
い
の
あ
る

園
児
を
職
員
が
虐
待
し
た

疑
い
が
あ
る
な
ど
と
し
て

兵
庫
県
か
ら
改
善
指
導
を

受
け
た
児
童
発
達
支
援
施

設
「
あ
し
た
ば
園
」
が
入

っ
て
い
る
赤
穂
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
）

２
０
２
３
年
度

市
自
治
功
労
者

１２
人
を
表
彰

　

赤
穂
市
は
、
市
の
自
治

に
特
に
顕
著
な
功
労
が
あ

っ
た
と
し
て
、
今
年
度
の

自
治
功
労
者
１２
人
を
こ
の

ほ
ど
発
表
し
た
。
５
月
２０

日（
土
）の
「
第
５０
回
赤
穂

市
自
治
功
労
者
の
つ
ど

い
」
で
表
彰
式
を
行
う
。

表
彰
を
受
け
る
の
は
次
の

み
な
さ
ん
。
敬
称
略
。

　

▽
中
村
裕
彦
（
朝
日

町
、消
防
団
副
団
長
等
）▽

籠
谷
健（
加
里
屋
、消
防
団

副
団
長
等
）
▽
富
田
義
則

（
東
有
年
、消
防
団
副
団
長

等
）
▽
谷
山
甫（
東
有
年
、

農
業
委
員
等
）
▽
山
根
知

代
子（
木
生
谷
、介
護
認
定

審
査
会
委
員
）
▽
奥
道
芳

博（
福
浦
、損
害
評
価
会
委

員
）
▽
團
増
治（
尾
崎
、民

生
委
員
児
童
委
員
）
▽
森

田
み
よ
子（
中
広
、民
生
委

員
児
童
委
員
）
▽
虎
津
禎

一（
加
里
屋
、民
生
委
員
児

童
委
員
）
▽
阿
多
良
文

（
本
水
尾
町
、保
護
司
）
▽

福
井
恵
子
（
大
津
、
保
護

司
）
▽
楠
千
之
（
坂
越
、

保
護
司
）

有
年
地
区
自
治
連

女
性
会
長
選
出

赤
穂
市
で
は
初

　

有
年
地
区
自
治
会
連
合

会
は
９
日
の
総
会
で
役
員

改
選
を
行
い
、
会
長
に
望

月
守
代
氏（
６０
）＝
東
有
年

は
り
ま
台
＝
を
選
出
し

た
。
赤
穂
市
内
で
地
区
自

治
会
連
合
会
の
会
長
に
女

性
が
選
ば
れ
た
の
は
初
。

　

望
月
氏
は
２
０
１
９
年

に
、
は
り
ま
台
自
治
会
長

に
就
任
。
利
用
さ
れ
ず
荒

廃
し
て
い
た
地
域
の
公
園

を
住
民
た
ち
の
手
で
再
生

し
た
り
、
土
砂
崩
れ
の
危

険
が
あ
る
山
腹
の
防
災
整

備
を
行
政
に
働
き
か
け
る

な
ど
活
発
に
活
動
し
て
き

た
。

　

望
月
氏
は
「
有
年
地
区

は
田
舎
で
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
が
、
歴
史
あ
る

趣
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

世
代
間
が
助
け
合
っ
て
円
　 　

　 　

満
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
目

指
し
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

赤
穂
旅
館
組
合

上
山
浩
一
会
長
を
再
選

　

赤
穂
市
内
の
旅
館
や
ホ

テ
ル
１７
施
設
が
加
盟
す
る

赤
穂
旅
館
組
合
は
役
員
改

選
を
こ
の
ほ
ど
行
い
、
上

山
浩
一
会
長
（
民
宿
初

音
）
を
再
選
し
た
。

　

任
期
は
２
年
間
。
選
任

さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略
。

　

▽
会
長
＝
上
山
浩
一

（
民
宿
初
音
）
▽
副
会
長

＝
吉
井
祥
二
（
潮
彩
き
ら

ら
祥
吉
）
▽
副
会
長
＝
河

村
一
文
（
あ
こ
う
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
桜
館
）
▽
理
事

＝
田
淵
新
悟
（
赤
穂
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
）
▽
理
事
＝
星

尾
文
哉
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

浦
島
）
▽
監
事
＝
北
島
潤

一
（
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
）
▽
監
事
＝
春
本
新
二

（
鹿
久
居
荘
）

プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

玉
置
会
長
を
再
選

　

６０
歳
以
上
の
管
理
職
経

験
者
で
つ
く
る
社
会
奉
仕

団
体
、
赤
穂
プ
ロ
バ
ス
ク

ラ
ブ
は
役
員
改
選
を
こ
の

ほ
ど
行
い
、
玉
置
栄
一
会

長（
８２
）＝
加
里
屋
、
三
菱

電
機
Ｏ
Ｂ
＝
を
再
任
し

た
。

　

任
期
は
来
年
３
月
ま

で
。
新
役
員
は
次
の
み
な

さ
ん
。
敬
称
略
。

　

▽
会
長
＝
玉
置
栄
一
▽

副
会
長
＝
岡
田
國
秀
▽
幹

事
＝
川
上
義
彦
▽
理
事
＝

大
島
靖
彦
、
寺
岡
義
男
、

木
元
弘
康
▽
監
査
＝
萩
原

忠
、
中
嶋
正
義
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く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
ネ
。
野
菜

苗
、
い
も
づ
る
苗
好
評
販

売
中
。
玄
米
30
㌔
も
販
売

中
（
要
事
前
予
約
）
ご
利

用
く
だ
さ
い
。「
㈲
米
口

グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」

木
津
☎
４６
・
８
０
０
１

（
10
時
〜
16
時
45
分
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
」
か

ら
の
お
知
ら
せ
＝
５
月
１３

日
（
土
）
と
１５
日
（
月
）、

イ
チ
ゴ
タ
ル
ト
（
１５
㌢
）

１
２
０
０
円
で
販
売
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
営
業
時
間
／
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
。
駅
前

（
商
議
所
北
）
☎
４２
・
２

２
９
６

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
守
備
練
習
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
野
球
の
基
礎
を
教

え
ま
す
。ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ワ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
上
級

認
定
者
、関
西
福
祉
大
野

球
部
員
、姫
路
獨
協
大
野

球
部
Ｏ
Ｂ
が
教
え
ま
す
。

無
料
体
験
実
施
中
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷏
和
☎
45
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

　

▼
赤
穂
元
気
に
な
ろ
う

会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元
気

に
生
き
る
た
め
の
気
・
ツ

ボ
・
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
５
月
１４

日（
日
）１０
時
～
１１
時
半
。

市
民
会
館
教
養
室
。
参
加

無
料
。「
健
康
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
」
☎
０
９
０
・

９
７
７
９
・
０
４
９
０

（
祷と

う

慈じ

）

　

▼
配
達
さ
ん
募
集
＝
毎

朝
Ａ
Ｍ
２
時
か
ら
１
〜

２
時
間
半
程
度
。地
区（
加

里
屋
方
面
・
塩
屋
磯
浜
方

面
）。配
達
料
６
〜
１４
万

円（
部
数
に
よ
り
ま
す
）。

「
神
戸
新
聞
赤
穂
専
売
所
」

加
里
屋
☎
４３
・
５
７
０
０

　

▼
旅
館「
対
鴎
舘
」＝
○

フ
ロ
ン
ト
・
事
務
正
社
員

募
集
／
１８
万
円
〜
。
７

〜
２１
時（
シ
フ
ト
制
）。パ

ー
ト
／
７
〜
２１
時（
４
時

間
程
）○
客
室
清
掃
／
９

時
半
〜
１２
時
半
。い
ず
れ

も
時
給
９
６
０
円
〜
。御

崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
新
店
舗
で
の
カ
フ
ェ

の
お
仕
事
＝
ド
リ
ン
ク
作

成
、
調
理
補
助
な
ど
。
正

社
員
20
万
円
～
、
週
休
2

日
制
。
社
会
保
険
あ
り
。

ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
９

６
０
円
～
。
8
時
～
19
時

（
実
働
8
時
間
）「
Ｓ
Ｅ

Ｎ
」
中
広
２
６
２
の
５
☎

５６
・
６
７
６
６
（
イ
ン
ス

タ
Ｄ
Ｍ
も
Ｏ
Ｋ
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集・
時

給
Ｕ
Ｐ
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／

時
間
要
相
談
。１
０
０
０

円
〜
②
配
膳
・
接
客
／
６

時
半
〜
１１
時
。１４
時
半
〜

２２
時
。１
１
０
０
円
〜
③

客
室
清
掃
／
９
〜
１５
時
。

１
０
０
０
円
〜
④
施
設
管

理
／
９
〜
１５
時
。１
０
０

０
円
〜
◎
未
経
験
者
Ｏ

Ｋ
。日
数
、時
間
と
も
に
要

相
談
。「
呑
海
楼
」御
崎
１

３
１
☎
４２
・
６
６
０
１

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
パ
ー

ト
さ
ん
＝
１０
〜
１６
時
○
休

日
／
水
・
木
（
他
シ
フ
ト

制
）
○
時
給
／
１
０
０
０

円
〜
。
詳
細
は
面
接
ま
た

は
電
話
に
て
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。「
か
ん
川
本

舗
」
駅
前
町
５６
の
１
☎
４３

・
２
５
５
５

　

▼
パ
ー
ト
従
業
員
追
加

募
集
＝
化
粧
品
や
洗
剤
な

ど
の
梱
包
、
充
填
と
い
っ

た
軽
作
業
。
３
〜
４
名
程

度
募
集
。
未
経
験
者
で
も

大
丈
夫
で
す
。
９
〜
１７
時

の
間
で
5
時
間
以
上
。
週

3
日
以
上
、
17
時
ま
で
勤

務
で
き
る
方
歓
迎
。
土
日

祝
休
み
。
時
給
９
７
０
円

（
試
用
期
間
は
９
６
０

円
）。
交
通
費
は
規
定
に

よ
り
月
1
万
円
ま
で
支

給
。
制
服
貸
与
。
各
種
保

険
あ
り
。
車
通
勤
可
。

「
㈱
グ
ロ
ン
タ
ー
ブ
ル
」

木
津
、
清
水
工
業
団
地
☎

４８
・
８
６
０
０

　

▼
絶
景
露
天
風
呂
の
宿

「
銀
波
荘
」＝
○
リ
ネ
ン
清

掃
14
時
〜
19
時
○
洗
い
場

９
時
～
12
時
、19
時
～
23

時
。各
９
６
０
円
〜
○
喫

茶
ス
タ
ッ
フ
8
時
半
〜
17

時
○
風
呂
清
掃
9
時
～
12

時
○
部
屋
清
掃
9
時
半
～

14
時
半
。各
１
０
５
０
円

～
。☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
ラ
イ

ブ
開
催
＝
５
月
２８
日（
日
）

１９
時
開
演
○
出
演
／
な
ん

く
る
な
い
さ
ー
ず
○
入
場

無
料
で
す
が
、お
食
事
の

ご
注
文
を
お
願
い
致
し
ま

す
。座
席
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、お
早
め
に
ご

予
約
お
待
ち
し
て
お
り
ま

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
着
付
・
エ
ス
テ
（
脱

毛
含
む
）・
焼
き
菓
子
の

お
店
＝
○
着
付
け
・
出
張

着
付
け
も
承
り
ま
す
。
着

付
け
教
室
生
徒
募
集
○
エ

ス
テ
・
脱
毛
・
シ
ミ
気
に

な
る
方
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
ラ
・
シ
ュ
シ
ュ
」尾
崎

☎
０
８
０
・
９
１
６
０
・
２

８
４
３（
佐
井
）

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電

気
工
事
』の
こ
と
な
ら
当

店
へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、ア
ン
テ

ナ
関
連
、イ
ン
タ
ー
ホ
ン

や
照
明
な
ど
、何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
国
分
電
気
」中
広
☎

45
・
0
５
０
３
、☎
０
９
０

・
７
１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
餃
子
屋
か
ら
の
お
知

ら
せ
＝
冷
凍
餃
子
の
自
動

販
売
機
を
設
置
し
ま
し

た
。急
速
冷
凍
で
す
か
ら

生
の
美
味
し
さ
そ
の
ま

ま
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。ま
た
店
頭
で
は
、こ
れ

ま
で
通
り
生
餃
子
も
販
売

し
て
お
り
ま
す
。鷏
和
１

１
２
０
☎
４５
・
０
０
６
４

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、見
積
も
り
無

料
。軽
な
ら
３
９
６
８
０

円
か
ら
。満
期
日
ギ
リ
ギ

リ
で
す
と
予
約
が
取
り
に

く
い
の
で
お
早
め
の
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。中

古
車
販
売
、新
車
も
お
任

せ
く
だ
さ
い
。絶
対
お
得

な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
大
変
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
最
安
、オ

イ
ル
交
換
2
回
無
料
、車

検
割
引
な
ど
特
典
い
っ
ぱ

い
で
年
会
費
１
５
０
０

円
。お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ

ま
で
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
前

☎
４６
・
３
１
７
７

　

▼
赤
ち
ゃ
ん
関
連
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
品
販
売
代
行

＝
衣
類
、ス
タ
イ
、お
し
ゃ

ぶ
り
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

主
要
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

（
ヤ
フ
ー
、ア
マ
ゾ
ン
、楽

天
）で
販
売
で
き
ま
す
。出

品
無
料
で
、
面
倒
な
梱
包

や
発
送
は
当
方
で
引
き
受

け
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ミ
ル
ク
販
売
サ
イ
ト

「
ミ
ル
ク
デ
ィ

ー
ラ
ー
」
☎
４２

・
２
６
７
７

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
あ
り

が
と
う
の
言
葉
が
聞
き
た

く
て
電
気
関
係
の
こ
と
か

ら
製
品
販
売
、
設
置
、
オ

ー
ル
電
化
工
事
の
他
、
介

護
用
手
摺
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
、
草
抜
き
等
、
ち
ょ

っ
と
し
た
お
困
り
事
な
ど

気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
尾
崎
☎
25
・
1

３
８
１

　

▼
工
場
見
学
会
開
催
＝

当
社
の
廃
棄
物
処
理
を
見

学
し
ま
せ
ん
か
。
５
月
２６

日（
金
）午
後
１
時
３０
分
よ

り
１
時
間
程
度
。
先
着
１５

名
様
。
電
話
も
し
く
は
Ｈ

Ｐ
お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。「
㈱
横
山
サ

ポ
ー
ト
テ
ッ
ク
」
中
広
☎

４３
・
５
３
２
８

　

▼
保
管
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

＝
大
き
く
て
大
変
な
ど
お

困
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

お
宅
ま
で
お
伺
い
致
し
ま

す
。
お
電
話
く
だ
さ
い
。

５
月
末
ま
で
炬
燵
布
団
・

毛
布
２０
％
オ
フ
。
６
か
月

無
料
お
預
か
り
Ｏ
Ｋ
。

「
黒
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

塩
屋
２
の
５
☎
４２
・
３
８

３
９

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
明
日
は
母
の

日
で
す
ね
。
日
ご
ろ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
お

花
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
色
と
り

ど
り
、
紫
陽
花
は
人
気
の

品
種
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

季
節
の
お
花
を
美
し
く
詰

め
合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
バ

ス
ケ
ッ
ト
や
長
持
ち
す
る

寄
植
、
プ
チ
プ
ラ
イ
ス
の

ミ
ニ
ア
レ
ン
ジ
な
ど
た
く

さ
ん
ご
用
意
し
て
い
ま
す

よ
。『
あ
り
が
と
う
』
の

気
持
ち
を
お
花
が
伝
え
て

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、
病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、
男
性
も
可
。
赤
穂
市

内
、
隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）
◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、
☎
０
９
０
・

３
４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、
経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
９
５
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
８
５
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【
死
を
想
う
こ
と
】

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

「
生
き
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
」、
あ
る
い
は

「
幸
福
と
は
な
に
か
」
と

い
う
哲
学
的
な
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
最
終
回
の
今
回
は
、

「
死
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
人
間
は
「
生
・

老
・
病
・
死
」、
つ
ま
り

生
ま
れ
て
、
老
い
て
、
病

気
と
な
り
、
や
が
て
死
ん

で
い
く
、
避
け
ら
れ
な
い

苦
し
み
（
仏
教
で
は
こ
れ

を
四
苦
と
言
い
ま
す
）
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な

か
で
も
私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
恐
ろ
し
い
苦
し
み
と

な
る
の
は
「
死
」
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
ぜ
、「
死
」
が
恐
ろ

し
い
も
の
と
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
人
間

に
と
っ
て
死
は
経
験
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
想
像

力
が
及
ば
な
い
、
ま
た
死

を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
死
が
よ
り
一
層
意
識
さ

れ
、
不
安
が
煽
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

　
で
は
、
私
た
ち
は
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
エ
ピ
ク
ロ
ス
は
次

の
よ
う
な
非
常
に
シ
ン
プ

ル
な
回
答
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
死
は

私
た
ち
に
と
っ
て
何
も
の

で
も
な
い
と
考
え
る
こ
と

に
慣
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
。
私
た
ち
は
死
を
経
験

で
き
な
い
以
上
、
そ
れ
に

つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す

よ
り
も
、
毎
日
の
生
を
充

実
さ
せ
な
さ
い
と
い
う
エ

ピ
ク
ロ
ス
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
は
な
い
か
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

　
ラ
テ
ン
語
の
言
葉
に

M
em

ento m
ori. 

C
arpe diem

.

（
メ

メ
ン
ト
モ
リ
・
カ
ル
ペ
デ

ィ
エ
ム
）
と
い
う
表
現
が

あ
り
ま
す
。
日
本
語
で

は
、「
死
を
忘
れ
る
な
、

そ
の
日
を
つ
か
め
」
と
訳

さ
れ
ま
す
。
人
間
は
永
遠

に
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
こ

そ
、
一
日
一
日
、
充
実
し

た
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
言
葉
で

す
。
刹
那
に
散
り
ゆ
く
運

命
に
あ
っ
た
と
し
て
も
咲

き
誇
る
桜
の
花
の
よ
う

に
、
自
ら
の
人
生
を
輝
か

せ
て
生
き
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
さ
て
、
４
回
の
連
載
も

こ
れ
で
終
了
で
す
。
私
の

拙
文
が
、
少
し
で
も
読
者

の
皆
様
の
関
心
を
引
い
た

り
、
人
生
の
ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
り
し
た
な
ら
こ
れ
以

上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
清
覧
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中
田

浩
司
・
教
育
学
部
児
童
教

育
学
科
講
師
）

　 

　
＊
　
＊
　
＊

　
次
回
か
ら
は
看
護
学
部

講
師
の
宮
脇
智
子
先
生
が

担
当
し
ま
す
。
お
楽
し
み

に
。

　 　

　 　

す
。「
赤
穂
や
」木
津
☎
４６
・

８
２
６
６

　

▼
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド

「
は
た
け
の
家
」新
緑
の
風

コ
ン
サ
ー
ト
＝
５
月
２７
日

（
土
）、赤
穂
化
成
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー

で
１４
時
開
演
。サ
ザ
ン
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
、さ
だ
ま

さ
し
、中
島
み
ゆ
き
な
ど
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
演
奏
。

無
料
。☎
４３
・
５
１
１
１

　

▽
１４
日
＝
秋
山
成
長
ク

リ
ニ
ッ
ク（
加
里
屋
２
９

０
の
１０
）☎
４６
・
４
１
１
５

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医
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＝
大
町
＝
が
「
一
日
も
早

く
仕
事
に
慣
れ
、
将
来
の

社
会
を
担
う
一
員
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
一
層
の

努
力
を
し
て
い
く
覚
悟
で

す
」
な
ど
と
誓
い
を
述
べ

た
。

　

ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
に

憧
れ
て
宿
泊
施
設
に
就
職

し
た
「
赤
穂
リ
ゾ
ー
ト
開

発
」
の
清せ

い

野の

朱あ
や

香か

さ
ん

（
１８
）＝
御
崎
＝
は
「
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
る
仕

事
。
お
客
様
を
第
一
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

　

式
典
後
は
記
念
講
演
や

マ
ナ
ー
講
習
、
社
会
人
と

し
て
の
基
本
を
学
ぶ
研
修

が
行
わ
れ
た
。（
写
真
は

新
社
会
人
が
意
欲
と
決
意

を
新
た
に
し
た
「
新
入
社

員
の
つ
ど
い
」）

る
人
、
免
疫
不
全
の
人
、

医
療
従
事
者
ら
と
す
る
方

針
を
発
表
。
そ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
「
公
衆
衛
生
上

の
効
果
が
少
な
い
」
な
ど

と
し
て
追
加
接
種
を
「
推

奨
し
な
い
」
と
の
立
場
を

示
し
た
。

１
５
６
回
赤
穂

ふ
れ
あ
い
囲
碁

　

①
井
上
次
男
（
七
段
、

備
前
市
）
②
山
下
充
（
六

段
、
姫
路
市
）
③
横
田
満

夫
（
四
段
、
備
前
市
）

※
次
回
は
５
月
１４
日

（
日
）、
加
里
屋
花
岳
寺

通
商
店
街
の
囲
碁
サ
ロ
ン

で
午
後
１
時
対
局
開
始
。

「
赤
穂
楽
碁
会
」
☎
０
８

０
・
１
２
０
４
・
７
８
７

０
（
黒
田
）。

赤
穂
弓
友
会

４
月
例
射
会

　

▽
男
子
＝
①
若
林
功

（
福
浦
）
②
土
田
一
貴

（
若
草
町
）
③
田
中
肇

（
塩
屋
）
▽
女
子
＝
①
小

川
紀
子
（
木
津
）
②
茶
早

苗
（
平
成
町
）
③
溝
口
幸

代
（
御
崎
）

赤
穂
の
天
塩
海
浜
Ｓ
Ｃ

皐
月
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　

▽
男
性
の
部
＝
①
川
上

直
孝
（
元
塩
Ｇ
Ｇ
同
好

会
）
②
杉
本
正
人
（
林
田

ゆ
た
り
ん
会
）
③
藤
井
幸

雄
（
広
弦
Ｇ
Ｇ
）
▽
女
性

の
部
＝
①
殿
貝
聰
子
（
い

か
る
が
Ｇ
Ｇ
）
②
西
郷
エ

ツ
子
（
楽
友
会
）
③
石
田

和
子
（
さ
く
ら
）

疾
患
の
あ
る
人
な
ど
に
対

象
を
絞
っ
た
。

　

接
種
対
象
と
な
る
の

は
、
▽
医
療
従
事
者
等
▽

６５
歳
以
上
▽
基
礎
疾
患
の

あ
る
５
〜
６４
歳
で
、
前
回

接
種
か
ら
３
か
月
以
上
経

過
し
た
人
（
１１
歳
以
下
は

追
加
接
種
か
ら
３
か
月
以

上
経
過
）。
市
に
よ
る

と
、
対
象
者
数
は
約
１
万

６
９
０
０
人
を
見
込
む
。

　

５
月
中
旬
以
降
に
接
種

券
を
発
送
し
、
６
月
上
旬

以
降
に
市
内
医
療
機
関
な

ど
で
接
種
を
開
始
す
る
予

定
。
施
設
入
所
者
と
医
療

従
事
者
等
は
先
行
し
て
５

月
上
旬
以
降
に
接
種
券
発

送
、
同
中
旬
以
降
に
接
種

を
始
め
る
。

　

予
約
は
市
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・

７
０
４
・
７
０
７
）
の
ほ

か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ウ
ェ

ブ
、
フ
ァ
ク
ス
（
０
７
９

・
２
２
６
・
２
０
８
７
）

で
受
け
付
け
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
今
年
３
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
を
「
推
奨
す

る
」
対
象
を
高
齢
者
の
ほ

か
妊
婦
、
糖
尿
病
や
心
臓

病
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ

「
社
会
の
一
員

と
し
て
活
躍
」

新
入
社
員
の
つ
ど
い

　

こ
の
春
に
赤
穂
市
内
の

事
業
所
に
就
職
し
た
新
社

会
人
を
歓
迎
す
る
「
新
入

社
員
の
つ
ど
い
」（
赤
穂

商
工
会
議
所
主
催
）
が
加

里
屋
中
洲
の
赤
穂
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
こ
の
ほ
ど
あ

り
、
１８
事
業
所
か
ら
４８
人

が
出
席
し
た
。

　

式
典
で
赤
穂
商
工
会
議

所
の
目
木
敏
彦
会
頭
は

「
赤
穂
市
の
明
る
い
未
来

を
描
い
て
い
く
に
は
皆
さ

ん
の
若
い
力
が
必
要
。
社

会
人
と
し
て
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
新
入
社
員

を
代
表
し
て
「
赤
穂
生
コ

ン
」
の
稲
田
凱と

き

さ
ん（
２０
）

と
当
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
。（
写
真
は
創
立
１
２

０
周
年
記
念
で
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
封
入
し
た
尾
崎

小
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
希

望
の
瞳
」）

こ
と
に
な
っ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
ケ
ー
ス
で
学

年
別
に
６
箱
。
１４
日
午
前

９
時
半
か
ら
１１
時
半
ま
で

同
校
運
動
場
（
雨
天
時
は

体
育
館
）
で
各
学
年
ご
と

に
受
付
を
設
け
、
本
人
ま

た
は
家
族
で
あ
る
こ
と
を

保
険
証
な
ど
で
確
認
し
た

上
で
当
時
の
担
任
が
中
身

を
渡
す
。

　

当
時
６
年
生
だ
っ
た
Ｏ

Ｂ
の
男
性
は
「
手
紙
に
何

を
書
い
た
の
か
覚
え
て
い

な
い
が
、
同
級
生
や
先
生

に
会
え
る
の
が
楽
し
み
」

う
絵
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://k
ak
io

k
o
.sa
k
u
ra
.n
e
.

jp/top.htm
l

）

で

閲
覧
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

６
月
上
旬
以
降

か
ら
追
加
接
種

　

赤
穂
市
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
計
画
を
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
。
世
界
保
健

機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
指
針

改
定
に
伴
う
国
の
方
針
に

従
い
、
接
種
対
象
を
医
療

従
事
者
や
高
齢
者
、
基
礎

の
世
代
交
代
が
で
き
ず
、

こ
れ
以
上
、
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
」
と
い
う
。

　

実
行
委
の
集
計
で
は
２０

年
間
の
総
応
募
点
数
は
１

３
２
７
点
。
初
回
か
ら
運

営
を
担
っ
て
き
た
実
行
委

員
会
事
務
局
の
江
端
益
子

さ
ん
＝
尾
崎
＝
は
「
コ
ン

ク
ー
ル
の
活
動
に
よ
り
、

赤
穂
の
好
き
な
子
ど
も
た

ち
や
赤
穂
の
将
来
を
担
う

人
材
育
成
が
で
き
た
と
す

れ
ば
嬉
し
い
」
と
振
り
返

り
、「
赤
穂
の
宝
物
を
模

造
紙
い
っ
ぱ
い
に
表
現
し

て
く
れ
た
作
品
、
一
生
懸

命
に
発
表
す
る
子
ど
も
た

ち
の
顔
が
目
に
浮
か
び
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
終
了
に
つ

い
て
、
本
当
に
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」

と
思
い
を
表
し
た
。

　

過
去
の
作
品
は
「
あ
こ

　

小
学
生
以
下
対
象
の
手

作
り
絵
地
図
作
品
公
募
展

「
あ
こ
う
絵
マ
ッ
プ
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
昨
年
の
第
２０

回
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
実
行
委

員
会
は
今
年
度
の
作
品
募

集
を
行
わ
ず
、
感
謝
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
記
念
誌
の

発
行
を
計
画
し
て
い
る
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
作
品

づ
く
り
を
通
し
て
わ
が
ま

ち
へ
の
愛
着
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
２
０
０
３
年
に

「
西
播
磨
地
域
づ
く
り
女

性
会
議
」
が
創
設
。
第
２

回
以
降
は
市
民
有
志
の
実

行
委
が
引
き
継
い
だ
。
応

募
者
が
審
査
委
員
の
前
で

自
ら
作
品
に
つ
い
て
説
明

し
、
公
開
の
場
で
審
査
す

る
ス
タ
イ
ル
。
毎
年
、
上

位
作
品
を
全
国
児
童
生
徒

地
図
優
秀
作
品
展
に
送
り

出
し
、
文
部
科
学
大
臣
賞

１
回
、
審
査
員
特
別
賞
３

回
の
実
績
を
残
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
自
体
も
国

土
交
通
大
臣
表
彰
、
国
土

地
理
院
感
謝
状
、
県
知
事

賞
な
ど
を
受
賞
。
コ
ロ
ナ

禍
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開

審
査
を
開
い
て
開
催
を
継

続
し
、
昨
年
で
節
目
の
２０

回
を
迎
え
た
が
、
実
行
委

に
よ
る
と
、「
実
行
委
員

数
を
上
回
る
と
の
計
画

だ
。

　

引
き
続
き
活
用
を
図
る

４
団
地
に
つ
い
て
は
電
気

容
量
の
引
き
上
げ
や
屋
根

の
防
水
、
外
壁
の
塗
り
替

え
な
ど
を
行
う
一
方
、
湯

の
内
は
用
途
廃
止
を
前
提

と
し
、
空
き
家
に
な
っ
た

棟
を
順
次
除
却
。
浜
市
と

有
年
楢
原
は
用
途
廃
止
を

視
野
に
入
れ
る
。

　

市
に
よ
る
と
、
湯
の

内
、
浜
市
、
有
年
楢
原
の

３
団
地
に
は
今
年
４
月
時

点
で
計
５０
世
帯
が
居
住
し

て
い
る
と
い
い
、「
用
途
廃

止
を
前
提
ま
た
は
視
野
に

入
れ
る
公
営
住
宅
で
あ
っ

て
も
、
居
住
中
の
住
宅
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て

修
繕
対
応
す
る
」（
市
民
課

住
宅
係
）
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
に
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
尾
崎
小
学
校

で
、
３１
年
前
の
創
立
記
念

日
に
当
時
の
全
校
児
童
が

手
紙
な
ど
を
入
れ
て
埋
設

し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が

こ
の
ほ
ど
取
り
出
さ
れ

た
。
５
月
１４
日（
日
）に
開

封
し
、
中
身
を
児
童
本
人

ま
た
は
家
族
に
返
還
す

る
。

　

同
校
で
は
１
９
９
２
年

５
月
１０
日
、
創
立
１
２
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
校

庭
に
設
置
し
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
希
望
の
瞳
」
の
中

に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
封

入
。「
３０
年
後
に
カ
プ
セ

ル
を
開
け
ま
し
ょ
う
」
と

約
束
し
た
。

　

当
時
の
６
年
生
担
任
だ

っ
た
元
教
諭
ら
が
開
封
に

つ
い
て
相
談
。「
各
学
年

の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
当

時
の
在
校
生
が
確
認
で
き

る
機
会
を
設
け
た
い
」

と
、
学
校
の
了
承
を
得
て

開
封
と
返
還
を
実
施
す
る

　

赤
穂
市
は
、
市
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
を
１０
年
ぶ

り
に
見
直
し
、
す
で
に
耐

用
年
数
を
超
過
し
て
入
居

募
集
を
停
止
し
て
い
る
湯

の
内
団
地
と
浜
市
団
地
、

有
年
楢
原
団
地
の
合
計
１

５
２
戸
に
つ
い
て
、
今
後

１０
年
間
で
用
途
廃
止
を
前

提
ま
た
は
視
野
に
入
れ
、

必
要
に
応
じ
て
修
繕
対
応

す
る
計
画
を
策
定
し
た
。

　

計
画
で
は
、
１０
年
後
の

２
０
３
２
年
度
末
に
赤
穂

市
で
必
要
な
公
営
住
宅
の

戸
数
を
「
７
７
６
戸
以

上
」
と
推
計
。
県
営
住
宅

（
４
１
２
戸
）を
除
き
、
３

６
４
戸
以
上
を
市
営
住
宅

で
確
保
す
る
目
標
を
立
て

て
い
る
。
仮
に
▽
湯
の
内

（
１
３
３
戸
）▽
浜
市
（
４

戸
）▽
有
年
楢
原（
１５
戸
）

の
３
団
地
を
用
途
廃
止
し

た
と
し
て
も
、
▽
塩
屋
西

（
３２
戸
）▽
塩
屋
（
２
０
７

戸
）▽
坂
越
高
谷（
４２
戸
）

▽
千
鳥（
１
７
３
戸
）の
４

団
地
計
４
５
４
戸
の
長
寿

命
化
を
図
れ
ば
必
要
な
戸

３１
年
前
に
尾
崎
小
で
埋
設

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
へ

１４
日
午
前
に
中
身
を
返
還

あ
こ
う
絵
マ
ッ
プ
コ
ン

昨
年
の
第
２０
回
で
終
了

総
応
募
点
数
１
３
２
７
点

市
営
住
宅
計
画
を
見
直
し

３
団
地「
用
途
廃
止
」へ

必
要
に
応
じ
て
修
繕
対
応

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

【第６回・傷ついた地域猫】
　思い起こせば二年前の春、ただの猫飼いだった我
が家に、立て続けに野良猫相談が舞い込みました。
我が家で保護をするにも限界があるため、野良猫に
関する国の方針、兵庫県の方針、他の自治体の取り
組みなどを調べた結果、赤穂市でも野良猫問題を減
らす対策を講じてもらえたら……という結論にいた
りました。そして、その対策の一つとして去年の４
月より、「飼い主のいない猫不妊・去勢手術費助成
制度」が赤穂市でも始ま
り、一定の条件を満たす
飼い主のいない猫に対し
て、不妊去勢手術ができ

るようになりました。
　赤穂市の助成制度を利用するしないに関係なく、
不妊去勢手術を施し、地域住民や善意の人たちが餌
や糞を管理している猫を「地域猫」とよびます。
　先日、そんな地域猫の中でも、その界隈ではひと
きわ人気を集めているオス猫が、傷ついた姿で餌や
りさんの前にあらわれました。餌やりさんがすぐさ
ま動物病院に運び、傷口の縫合など治療を受けるこ
とができたため、幸いにも大事にはいたりませんでした。
　どうして怪我をしたのかはわかりません。偶発的な事故か、たぬきなどの害
獣に傷つけられたのか、考えたくはないですが人間に傷つけられたのか…。動
物へのいじめや虐待は犯罪ですし、そんな物騒なことは起こって欲しくないで
す。
　このオス猫に限らず、お外の猫の暮らしは過酷で、いつも危険や飢えと隣り

合わせです。本来は野良猫もみな飼い猫になれる
のが理想ですが、現実はそれが難しいためにやむ
をえず「地域猫」として生きているのです。
　「1匹でも多くの野良猫が飼い猫になれること」
「過酷な環境で暮らす野良猫を不妊去勢手術によ
って徐々に数を減らしていくこと」、そうすること
でいずれは「地域猫」とよばれる猫もいなくな
り、野良猫問題もなくなると言われています。
　どうか、過酷なお外の環境で暮らす地域の猫
を、これからも優しい目で見守ってあ
げてください。野良猫に優しいまち
は、きっと人にも優しいまちだから…。

片目になってもお外で生き
る野良猫

路
上
で
懸
命
に
子
育
て
を
す
る
野
良
猫

家
族

 

赤
穂
民
報
川
柳
〔
第
１
１
０
回
〕
濱
邉
稲
佐
岳
・
選

　
【
雑
詠
】

◎
足
元
の
花
一
輪
に
注
ぐ
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
黒
た
ま
き
（
木
　
津
）

　
【
評
】
散
歩
中
の
光
景
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
と
足
元
に

　
　
　
　 

名
も
な
い
花
を
見
つ
け
た
。
筆
者
の
や
さ
し

　
　
　
　 

さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

○
ま
ん
丸
の
月
と
一
緒
に
花
見
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
田
　
秀
美
（
御
　
崎
）

○
若
返
る
こ
と
が
で
き
る
か
わ
が
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

西
川
　
政
美
（
上
郡
町
）

○
新
緑
に
萌
え
て
花
咲
け
老
の
身
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

根
木
　
和
郎
（
折
　
方
）

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
▽
応
募
要
領
＝
雑
詠
で
毎
月
末
に
作
品
受
付
を
締
め
切
り
、
秀
作

１
句
と
佳
作
３
句
を
選
考
し
ま
す
▽
応
募
方
法
＝
１
回
に
つ
き
1
人

１
句（
重
複
投
句
不
可
）。自
作
未
発
表
の
句
に
限
る
。は
が
き
に
課
題

と
作
品
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
し
、
〒
６
７
８
・
０

２
３
９
、
赤
穂
市
加
里
屋
５８
の
１８
、
赤
穂
民
報
社「
川
柳
係
」へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
赤
穂
民
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

▽
選
者
＝
濱
邉
稲
佐
岳（
川
柳
赤
穂
吟
社
講
師
）▽
入
選
句
発
表
＝
赤

穂
民
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
締
切
日
の
翌
月
中
の
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

　
幼
少
期
の
正
し
い
日
本

語
書
写
習
得
を
目
的
に

「
第
３９
回
赤
穂
民
報
習
字

紙
上
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
出
品
規
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
下
さ
い
。

　
▼
締
め
切
り
＝
２
０
２

３
（
令
和
５
）
年
７
月
１０

日
（
月
）
必
着
▼
応
募
方

法
＝
①
半
紙
（
天
地
３５
㌢

以
内
×
左
右
２５
㌢
以
内
）

を
使
用
②
作
品
に
は
氏
名

の
み
を
記
入
す
る
③
出
品

票
を
切
り
取
り
、
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
作
品
裏

面
の
右
下
隅
に
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
貼
り
付
け
る

（
コ
ピ
ー
し
て
使
用
す
る

か
、
裏
写
り
し
な
い
よ
う

に
半
紙
と
出
品
表
の
間
に

白
紙
を
は
さ
ん
で
下
さ

い
）
④
応
募
は
赤
穂
市
、

相
生
市
、
上
郡
町
、
日
生

町
に
在
住
の
小
学
校
児
童

と
幼
児
に
限
る
⑤
出
品
は

１
人
１
点
に
限
る
⑥
出
品

規
定
に
違
反
す
る
も
の
は

審
査
し
な
い
⑦
作
品
は
返

却
し
な
い
▼
出
品
料
＝
無

料
▼
審
査
＝
本
紙
が
委
嘱

す
る
諸
先
生
▼
表
彰
＝
各

部
ご
と
に
特
選
６
点
と
秀

作
を
審
査
。
特
選
に
賞
状

と
メ
ダ
ル
を
授
与
（
送
付

は
し
な
い
）
▼
作
品
発
表

＝
審
査
後
、
赤
穂
民
報
紙

上
で
入
賞
作
品
を
発
表

（
秀
作
は
氏
名
と
学
校
名

の
み
）。
な
お
、
掲
載
日

は
未
定
で
す
▼
問
合
せ
先

＝
赤
穂
民
報
習
字
紙
上
展

事
務
局
（
〒
６
７
８
・
０

２
３
９
、
赤
穂
市
加
里
屋

３９
の
１
、
大
島
靖
月
書
道

教
室
）
☎
０
８
０
・
５
３

２
７
・
６
２
４
９
（
電
話

で
の
問
合
せ
は
午
後
４
時

〜
６
時
に
限
る
）
▼
応
募

作
品
受
付
＝
事
務
局
の

他
、
次
の
書
道
教
室
で
も

受
け
付
け
る
。
▽
山
本
蘭

逕
（
塩
屋
２
１
７
８
、
☎

４３
・
４
３
８
４
）
▽
三
木

友
子
（
北
野
中
３
９
７
の

１９
、
☎
４３
・
８
７
２
４
）

赤
穂
民
報
主
催

第
３９
回
習
字
紙
上
展

７
月
１０
日
ま
で
作
品
募
集

　 　

　 　

〈
課
題
〉

【
幼
児
】「
じ
」

【
小
学
１
年
】「
か
く
」

【
同
２
年
】「
あ
こ
う
」

【
同
３
年
】「
日
づ
け
」

【
同
４
年
】「
社
会
」

【
同
５
年
】「
活
字
」

【
同
６
年
】「
知
識
」
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か
っ
た
が
、フ
リ
ー
カ
メ

ラ
マ
ン
と
し
て
学
校
の
記

念
写
真
や
企
業
の
カ
タ
ロ

グ
画
像
を
撮
影
す
る
仕
事

を
続
け
る
か
た
わ
ら
、コ

ン
サ
ー
ト
で
来
日
し
た
一

流
人
気
歌
手
の
撮
影
を
数

多
く
手
が
け
た
。

　

今
展
で
は
「
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た

シ
ャ
ル
ル
・
ア
ズ
ナ
ブ
ー

ル
、「
ア
イ
ド
ル
を
探

せ
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
が

あ
る
シ
ル
ヴ
ィ
・
ヴ
ァ
ル

タ
ン
な
ど
１４
人
の
ポ
ー
ト

　

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
フ
ラ

ン
ソ
ワ
、
ジ
ル
ベ
ー
ル
・

ベ
コ
ー
な
ど
往
年
の
海
外

ス
タ
ー
が
ス
テ
ー
ジ
で
歌

う
姿
の
写
真
展
「
愛
を
テ

ー
マ
に
歌
い
続
け
て
…
シ

ャ
ン
ソ
ン
を
中
心
に
我
が

青
春
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

達
」
が
坂
越
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
喫
茶
「
高
瀬
舟
」
で
開

か
れ
て
い
る
。

　
撮
影
者
の
地ち

谷た
に

晃
さ
ん

（
７７
）＝
中
広
＝
は
赤
穂
中

を
卒
業
し
て
大
日
本
紡
績

（
現
ユ
ニ
チ
カ
）坂
越
工
場

に
就
職
し
た
が
、報
道
写

真
家
に
な
り
た
い
と
２１
歳

で
退
社
。大
阪
の
専
門
学

校
へ
入
り
、写
真
の
基
本

を
学
ん
だ
。夢
は
叶
わ
な

赤
穂
美
術
協
会
展

小
品
と
大
作
４２
点

１９
日
か
ら
２１
日
ま
で

　
赤
穂
美
術
協
会（
塩
田

康
雄
会
長
）は
５
月
１９
日

（
金
）か
ら
中
広
の
赤
穂
化

成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

第
４２
回
会
員
展
を
開
催
す

る
。

　

会
員
１２
人
が
風
景
画
や

静
物
画
な
ど
小
品
か
ら
大

作
ま
で
計
４２
点
を
出
品
予

定
。
塩
田
会
長
は
「
会
員

３
年
ぶ
り
の
祭
礼

テ
ー
マ
に
写
真
展

写
壇・あ
す
な
ろ
展

　
写
真
愛
好
家
サ
ー
ク
ル

「
写
壇
・
あ
す
な
ろ
」（
武
村

晴
人
会
長
）の
第
２６
回
会

員
展
が
５
月
１８
日（
木
）か

ら
中
広
の
赤
穂
市
立
図
書

館
で
開
か
れ
る
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
の
赤
穂
の

祭
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨

年
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
市
内
各
地
の
祭
礼
行
事

を
撮
影
し
た
会
員
作
品
を

Ａ
４
判
サ
イ
ズ
で
４０
点
展

示
。
全
紙
大
の
自
由
作
品

３５
点
も
並
ぶ
。

　

武
村
会
長
の
自
由
作
品

「
丸
虹
現
る
」
は
高
知
県

い
の
町
の
標
高
１
５
０
０

㍍
の
林
道
で
撮
影
し
た
三

重
の
虹
。
光
が
霧
で
屈
折

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
え

る
珍
し
い
現
象
だ
と
い

う
。

　
２１
日（
日
）ま
で
１
階
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
。出
品
者
は
次

の
み
な
さ
ん
。敬
称
略
。

　

▽
大
川
礼
子
▽
河
部
昌

弘
▽
小
谷
和
人
▽
佐
々
木

英
明
▽
武
村
晴
人
▽
玉
水

久
雄
▽
中
尾
善
三
▽
中
村

寿
伸
▽
西
山
昭
子
▽
廣
村

典
彦
▽
藤
田
治
子
▽
藤
本

眞
人
▽
前
川
傑
▽
前
田
幸

雄
▽
門
光
廣
（
写
真
は
武

村
晴
人
さ
ん
撮
影
「
丸
虹

現
る
」）

キ
ャ
ン
バ
ス
の
会

駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
「
キ
ャ

ン
バ
ス
の
会
」
の
作
品
展

が
加
里
屋
の
Ｊ
Ｒ
播
州
赤

穂
駅
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

レ
ー
ト
を
手
札
サ
イ
ズ
か

ら
大
型
パ
ネ
ル
ま
で
計
２０

点
展
示
。
い
ず
れ
も
１
９

６
０
〜
７０
年
代
に
日
本
で

行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

地
谷
さ
ん
が
ニ
コ
ン
製
一

眼
レ
フ
で
撮
影
し
、
フ
ィ

ル
ム
現
像
か
ら
印
画
紙
へ

の
焼
き
付
け
ま
で
自
身
の

手
で
行
っ
た
生
写
真
で
、

や
や
セ
ピ
ア
色
に
な
っ
た

画
面
の
色
合
い
が
時
間
の

経
過
を
感
じ
さ
せ
る
。
３

年
半
前
に
赤
穂
に
帰
郷
し

た
際
に
ネ
ガ
は
処
分
し
て

お
り
、
ま
さ
に
秘
蔵
の
作

品
と
い
え
る
。

　

「
目
に
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
る
こ
と
と
、
人
物
の
一

瞬
の
動
き
」
に
集
中
し
て

撮
影
し
た
と
い
う
地
谷
さ

ん
。「
皆
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
と
実
際
よ
り
も
大
き
く

見
え
た
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
タ
ー
が
放
っ
た
カ
リ

ス
マ
性
を
振
り
返
る
。
過

去
に
個
展
を
開
い
た
こ
と

は
な
く
、「
ど
の
作
品
も

私
の
青
春
そ
の
も
の
。
当

時
を
知
る
世
代
の
方
に
懐

か
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

　
６
月
１
日（
木
）ま
で
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時（
金

土
日
休
み
）。展
示
写
真
は

一
部
を
除
い
て
チ
ャ
リ
テ

ィ
販
売（
５
０
０
円
〜
）

し
、収
益
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
募
金
に
寄
付
す
る
。

☎
４８
・
７
１
２
２
。（
写
真

は
往
年
の
ス
タ
ー
歌
手
の

コ
ン
サ
ー
ト
写
真
展
と
地

谷
晃
さ
ん
）

優
良
運
転
者
の

表
彰
申
請
受
付

　

赤
穂
交
通
安
全
自
家
用

自
動
車
協
会
（
前
田
邦
稔

会
長
）
は
優
良
運
転
者
表

彰
（
金
賞
・
銀
賞
・
銅

賞
）
の
受
賞
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

過
去
５
年
間
無
事
故
・

無
違
反
な
ど
の
基
準
を
満

た
す
協
会
員
を
対
象
に
６

月
９
日（
金
）ま
で
受
け
付

け
る
。
申
請
用
紙
は
同
協

会
事
務
局
（
☎
４５
・
１
０

９
５
）
に
あ
る
。

　

自
家
用
車
の
場
合
の
各

賞
表
彰
規
定
は
次
の
と
お

り
。
か
っ
こ
内
は
原
付
バ

イ
ク
。

　

▽
金
賞
＝
運
転
年
数
２０

年
（
３０
年
）
で
銀
賞
受
賞

後
３
年
以
上
経
過
▽
銀
賞

＝
運
転
年
数
１５
年
（
２０

年
）
で
銅
賞
受
賞
後
３
年

以
上
経
過
▽
銅
賞
＝
運
転

年
数
８
年
（
１０
年
）

日
本
計
算
技
能
連
盟

第
５５
回
珠
算

検
定
合
格
者

　

▽
３
級
＝
井
上
慶
人

（
尾
崎
小
３
）

海
浜
公
園

イ
ン
ス
タ
で

フ
ォ
ト
コ
ン

６
月
２５
日
ま
で
募
集

　

赤
穂
海
浜
公
園
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
「
第
８
回
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
の
作

品
応
募
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

「
赤
穂
海
浜
公
園
で
わ

く
わ
く
」
を
テ
ー
マ
に
プ

ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ

ず
６
月
２５
日（
日
）ま
で
作

品
を
募
集
。
同
公
園
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
上

で
、
同
公
園
内
で
撮
影
し

た
写
真
に
「
＃
赤
穂
海
浜

公
園
フ
ォ
ト
コ
ン
２
０
２

３
春
夏
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
を
つ
け
て
投
稿
す
れ
ば

よ
い
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
賞
、
入
選
な
ど
を
選
考

し
、
同
公
園
で
使
え
る

「
の
り
も
の
優
待
券
」
を

贈
る
。
問
い
合
わ
せ
は
同

公
園
管
理
事
務
所
☎
４５
・

０
８
０
０
。

化
成
が
募
集
し
た
地
域
の

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
そ

の
活
動
の
一
環
で
坂
越
の

赤
穂
緞
通
作
家
、
柳
田
緑

さ
ん（
７５
）の
工
房
で
製
作

を
体
験
す
る
う
ち
緞
通
の

魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
会

社
を
退
職
し
て
弟
子
入
り

し
た
。
平
日
の
朝
か
ら
夕

方
ま
で
柳
田
さ
ん
の
工
房

に
詰
め
て
技
術
の
習
得
に

励
み
、
昨
年
の
全
国
伝
統

的
工
芸
品
公
募
展
に
初
出

品
で
入
選
。
工
房
開
設
を

前
に
弾
み
が
つ
い
た
。

　

工
房
は
１
階
の
道
路
に

面
し
た
位
置
に
あ
り
、
開

口
部
の
大
き
い
掃
き
出
し

窓
か
ら
光
が
入
る
。
壁
は

漆
喰
風
の
白
い
壁
紙
で
統

一
し
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー

ル
に
作
品
を
吊
り
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。「
織
機

や
作
品
を
見
た
人
が
赤
穂

緞
通
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
」
と
、
外
か
ら
室

内
が
見
え
る
よ
う
に
間
取

り
を
設
計
し
た
。「
新
居

で
一
番
日
当
た
り
が
良
い

場
所
。
わ
が
ま
ま
を
き
い

て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し

て
い
ま
す
」。

　

「
柳
田
さ
ん
か
ら
技
術

だ
け
で
な
く
、
赤
穂
緞
通

の
守
る
べ
き
伝
統
や
基
本

を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て

の
財
産
」と
宮
本
さ
ん
。織

り
た
い
柄
は
数
え
切
れ
な

い
ほ
ど
あ
る
が
、
当
面
は

あ
え
て
難
度
の
高
い
文
様

に
挑
戦
し
て
腕
を
磨
い
て

い
く
つ
も
り
と
い
う
。

　

可
能
な
範
囲
で
見
学
も

受
け
入
れ
る
予
定
。
連
絡

は

メ

ー

ル
（rie

ry.0315
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で
受
け
付
け
る
。（
写
真

は
赤
穂
緞
通
作
家
と
し
て

独
立
し
て
自
宅
に
工
房

「
花
鳥
風
月
」
を
開
設
し

た
宮
本
理
絵
さ
ん
）

ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
い
、

「
私
自
身
、
し
っ
か
り
と

安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い

き
た
い
」
と
笑
顔
で
抱
負

を
話
し
た
。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
は
５
月
２０
日（
土
）
ま

で
。赤
穂
署
管
内
で
は
広

報
啓
発
活
動
や
交
通
指
導

員
に
よ
る
見
守
り
活
動
を

強
化
し
、交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
。（
写
真
は

「
一
日
交
通
安
全
大
使
」と

し
て
事
故
防
止
を
呼
び
掛

け
た
赤
穂
義
士
娘
の
宮
地

真
子
さ
ん
）

　

赤
穂
緞
通
の
織
り
手
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
約

５
年
間
修
業
し
て
き
た
主

婦
が
今
春
独
立
。
目
標
だ

っ
た
工
房
を
開
設
し
た
。

「
長
く
制
作
活
動
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
技
術
を
磨

い
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
て
い
る
。

　

工
房
を
開
い
た
の
は
板

屋
町
の
宮
本
理
絵
さ
ん

（
４２
）。
夫
と
高
校
３
年
の

長
男
の
３
人
家
族
。
今
年

３
月
末
に
新
築
竣
工
し
た

自
宅
の
６
畳
間
に
一
畳
敷

の
緞
通
を
織
る
こ
と
が
で

き
る
織
機
を
据
え
付
け

た
。
赤
穂
緞
通
の
文
様
の

モ
チ
ー
フ
に
自
然
界
の
草

花
や
生
き
物
が
多
い
こ
と

に
ち
な
み
、
工
房
名
を

「
花
鳥
風
月
」
と
名
付
け

て
４
月
１２
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
５
年
前
、

当
時
勤
務
し
て
い
た
赤
穂

せ
て「
昨
日
の
お
酒
残
っ

て
な
い
？
　
飲
酒
運
転
マ

ジ
あ
か
ん
」「
ヘ
ル
メ
ッ
ト

か
ぶ
っ
て
や
〜
」な
ど
と

交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
観
客
を
楽
し
ま

せ
、赤
穂
交
通
安
全
自
家

用
自
動
車
協
会
の
会
員
ら

が
啓
発
ち
ら
し
と
グ
ッ
ズ

を
配
布
し
た
。

　

自
動
車
運
転
免
許
を
取

得
す
る
た
め
教
習
所
へ
通

っ
て
い
る
と
い
う
宮
地
さ

ん
は
、
近
く
路
上
教
習
が

の
交
通
事
故
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
朗
読
し
た
。

　
出
発
式
は
、運
動
が
１１

日
か
ら
始
ま
る
の
を
前
に

赤
穂
市
と
警
察
な
ど
が
実

施
し
た
。赤
穂
署
地
域
課

の
小
嶋
隆
之
巡
査
部
長

（
３３
）が
署
員
を
代
表
し
て

「
存
在
感
の
あ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
と
悪
質
危
険
な
ド
ラ

イ
バ
ー
の
取
り
締
ま
り
を

強
化
し
て
、全
力
で
悲
惨

な
交
通
事
故
の
抑
止
を
図

り
ま
す
」と
決
意
表
明
。兵

庫
県
警
察
音
楽
隊
が
童
謡

や
歌
謡
曲
の
演
奏
に
合
わ

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
出
発
式
が
９
日
、中
広

の
イ
オ
ン
赤
穂
店
駐
車
場

で
あ
り
、第
３６
代
赤
穂
義

士
娘
の
宮
地
真ま

子こ

さ
ん

（
２３
）が「
一
日
交
通
安
全

大
使
」と
し
て
買
い
物
客

ら
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
た
。

　

「
一
日
交
通
安
全
大

使
」
の
た
す
き
を
か
け
て

登
壇
し
た
宮
地
さ
ん
は

「
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
し
っ
か
り
左
右
の
確
認

を
。
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
。
自
転
車
に
乗
る
と

き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛

け
、「
思
い
や
り
と
や
さ

し
い
心
で
一
つ
で
も
多
く

　

赤
穂
剣
道
連
盟
は
今
春

新
た
に
中
学
部
を
発
足
。

少
子
化
に
よ
る
部
員
数
の

減
少
で
単
独
で
は
団
体
戦

に
出
場
で
き
な
い
学
校
の

生
徒
の
受
け
皿
に
も
な

り
、
日
本
中
学
校
体
育
連

盟
（
中
体
連
）
の
主
催
大

会
に
も
出
場
で
き
る
。
公

立
中
学
校
の
部
活
動
で
今

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

移
行
の
足
掛
か
り
に
も
な

り
そ
う
だ
。

　

剣
連
関
係
者
に
よ
る

と
、
赤
穂
市
内
に
５
つ
あ

る
中
学
校
の
う
ち
、
昨
年

度
の
時
点
で
団
体
戦
出
場

に
必
要
な
剣
道
部
員
数
が

確
保
で
き
て
い
た
学
校
は

男
子
２
校
、
女
子
１
校
に

と
ど
ま
り
、
他
の
学
校
は

合
同
チ
ー
ム
を
組
ま
な
け

れ
ば
団
体
戦
に
出
場
で
き

な
い
状
況
。
剣
道
部
が
休

部
状
態
で
、
剣
道
を
や
り

た
く
て
も
で
き
な
い
学
校

も
あ
る
と
い
う
。

　

新
た
に
発
足
し
た
連
盟

中
学
部
に
は
赤
穂
と
相
生

の
計
４
つ
の
中
学
校
か
ら

男
子
６
人
、
女
子
５
人
が

入
部
。
元
教
諭
の
福
田
豊

彦
さ
ん（
６５
）と
坂
越
中
教

諭
の
木
本
英
樹
さ
ん（
３９
）

ら
が
指
導
者
と
な
り
、
尾

崎
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
練
習
す
る
尾
崎
小
体
育

館
で
平
日
の
週
３
回
稽
古

す
る
ほ
か
、
土
曜
日
は
連

盟
の
合
同
稽
古
に
参
加
す

る
。
練
習
場
所
ま
で
自
力

で
行
け
な
い
部
員
は
保
護

者
か
指
導
者
が
車
で
送

迎
。
万
一
の
け
が
や
事
故

に
備
え
て
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
に
加
入
し
、
学
校
管

理
下
の
部
活
動
と
同
程
度

の
補
償
が
受
け
ら
れ
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
を

め
ぐ
っ
て
は
、
少
子
化
対

策
と
教
員
の
働
き
方
改
革

を
目
的
に
２
０
２
３
年
度

か
ら
段
階
的
に
取
り
組
む

よ
う
国
が
方
針
。
従
来
は

原
則
学
校
単
位
だ
っ
た
中

体
連
主
催
大
会
へ
の
参
加

資
格
が
、
今
年
度
か
ら
一

定
条
件
を
満
た
す
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
単
位
に
も

認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で

部
活
動
の
指
導
を
学
校
教

員
の
無
償
に
近
い
奉
仕
に

頼
っ
て
き
た
中
、
い
か
に

地
域
で
受
け
皿
と
な
る
団

体
や
指
導
者
を
確
保
し
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
勝
利

至
上
主
義
の
行
き
過
ぎ
に

な
ら
な
い
か
な
ど
が
課
題

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。

　

「
競
技
力
の
高
い
生
徒

を
集
め
て
強
い
チ
ー
ム
を

つ
く
ろ
う
、
と
い
う
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
部

員
数
が
少
な
く
充
実
し
た

稽
古
が
で
き
な
い
学
校

や
、
剣
道
部
が
な
い
学
校

の
生
徒
た
ち
に
剣
道
を
頑

張
れ
る
場
を
提
供
す
る
の

が
目
的
で
す
」
と
木
本
さ

ん
。
７
月
の
市
中
学
総
体

に
出
場
す
れ
ば
、
全
競
技

を
通
し
て
市
内
で
初
め
て

中
体
連
主
催
大
会
に
出
場

す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
な
る
見
込
み
だ
。

　

発
足
後
、
最
初
の
公
式

戦
と
な
っ
た
４
月
２３
日
の

市
民
総
合
体
育
祭
で
は
団

体
戦
で
男
女
と
も
優
勝

し
、
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
部
員
た
ち
は

「
チ
ー
ム
で
お
互
い
に
高

め
合
え
る
。
大
会
で
は
一

つ
で
も
上
を
目
指
し
た

い
」
と
生
き
生
き
と
稽
古

に
励
ん
で
い
る
。（
写
真

は
少
子
化
が
進
む
中
、
部

活
動
の
地
域
移
行
も
見
据

え
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
発
足
し
た
赤
穂

剣
道
連
盟
中
学
部
）

　

国
内
女
子
ト
ッ
プ
の
Ｗ

リ
ー
グ
に
所
属
す
る
「
姫

路
イ
ー
グ
レ
ッ
ツ
」
が
女

子
バ
ス
ケ
の
技
術
強
化
な

ど
を
目
的
に
主
催
。
四
日

市
メ
リ
ノ
ー
ル
学
院
（
三

重
）、
松
江
商
（
島
根
）

な
ど
昨
年
末
の
全
国
高
校

選
手
権
（
ウ
イ
ン
タ
ー
カ

ッ
プ
）
出
場
校
も
７
校
が

集
ま
り
、
赤
穂
高
校
体
育

館
と
２
会
場
で
計
３６
試
合

を
プ
レ
ー
し
た
。

　

姫
路
イ
ー
グ
レ
ッ
ツ
は

２
０
１
３
年
に
創
設
し
、

昨
年
に
兵
庫
県
内
の
チ
ー

ム
で
初
め
て
Ｗ
リ
ー
グ
に

参
戦
。
今
年
１
月
に
は
赤

穂
会
場
で
公
式
戦
が
行
わ

れ
た
。
岡
田
隆
人
代
表
兼

Ｇ
Ｍ（
６２
）は
「
う
ち
の
チ

ー
ム
は
播
磨
全
体
が
ホ
ー

ム
。
今
後
も
赤
穂
で
試
合

や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
き
た
い
」
と
し
、
今
年

８
月
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

向
け
の
バ
ス
ケ
教
室
を
赤

穂
で
行
う
予
定
と
い
う
。

（
写
真
は
姫
路
イ
ー
グ
レ

ッ
ツ
が
高
校
女
子
バ
ス
ケ

強
豪
校
を
集
め
て
開
い
た

交
流
大
会
）

市
民
総
合
体
育
祭

２１
日
に
総
合
開
会
式

と
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

ラ
ジ
オ
体
操
教
室
も

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
ゲ
ー
ム
な

ど
運
動
系
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
５
月

２１
日（
日
）、
加
里
屋
の
品

川
リ
フ
ラ
赤
穂
市
民
総
合

体
育
館
で
午
前
１１
時
〜
午

後
２
時
に
開
催
さ
れ
る
。

　

同
体
育
館
指
定
管
理
者

の
赤
穂
Ｓ
＆
Ｐ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
共
同
事
業
体
が
市
民

総
合
体
育
祭
協
賛
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
主
催
。
バ
ブ
ル

ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど

７
種
類
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
無
料
で
体
験
で
き
る

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）。

　

野
菜
摂
取
充
足
度
と
血

管
年
齢
の
測
定
コ
ー
ナ

ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ

る
グ
ル
メ
販
売
は
午
前
１０

時
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
４５
・
２
０
９
１
。

　

当
日
は
同
体
育
館
で
午

前
９
時
か
ら
市
民
総
合
体

育
祭
の
総
合
開
会
式
が
あ

り
、
武
術
太
極
拳
と
空
手

道
の
演
武
、
幼
児
の
マ
ス

ゲ
ー
ム
、
ラ
ジ
オ
体
操
教

室
を
行
う
。
ラ
ジ
オ
体
操

教
室
（
無
料
）
の
参
加
申

し
込
み
は
５
月
１７
日（
水
）

ま
で
赤
穂
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
４３

・
６
８
６
９
、
フ
ァ
ク
ス

４３
・
６
８
９
５
、
メ
ー
ル

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
＠
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
．
ａ
ｋ
ｏ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ

ｐ
）
で
受
け
付
け
て
い

る
。

　

▼
…
姫
路
イ
ー
グ
レ
ッ

ツ
が
高
校
女
子
交
流
大
会

＝
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
交
流
大
会
「
イ

ー
グ
レ
ッ
ツ
カ
ッ
プ
２
０

２
３
」
が
品
川
リ
フ
ラ
赤

穂
市
民
総
合
体
育
館
な
ど

で
こ
の
ほ
ど
あ
り
、
西
日

本
各
地
の
強
豪
校
１８
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。

交
通
安
全
運
動
で
出
発
式

義
士
娘
が
一
日
大
使

「
思
い
や
り
」で
事
故
防
止

少
子
化
で
部
員
数
減
少
受
け

剣
道
連
盟
が
中
学
部

地
域
移
行
の
足
掛
か
り
に
も

５
年
間
修
業
し
て
独
立

自
宅
に
緞
通
工
房
開
設

板
屋
町
の
宮
本
理
絵
さ
ん

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

開
か
れ
て
い
る
。
会
員
の

作
品
１３
点
を
展
示
。
５
月

２３
日
（
火
）
ま
で
（
最
終

日
は
午
前
９
時
半
ま
で
）。

が
絵
画
制
作
に
取
り
組
ん

で
き
た
一
年
間
の
成
果
を

発
表
す
る
展
覧
会
な
の
で

一
人
で
も
多
く
の
方
に
鑑

賞
し
て
ほ
し
い
」
と
来
場

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
１
階
展
示
室
で
５
月
２１

日（
日
）ま
で
午
前
１０
時
～

午
後
５
時（
最
終
日
は
４

時
ま
で
）。出
品
者
は
次
の

み
な
さ
ん
。敬
称
略
。

　

▽
明
石
隆
之
▽
佐
竹
壽

子
▽
塩
田
康
雄
▽
島
田
賢

司
郎
▽
城
尾
孝
子
▽
千
崎

勝
廣
▽
田
中
良
成
▽
寺
田

榮
治
▽
鳥
井
廣
夫
▽
浜
田

智
恵
子
▽
廣
門
幸
三
▽
前

田
正
代

往年の海外スターが歌う姿

　　


	20230513_01面
	20230513_02面
	20230513_03面
	20230513_04面

